
①
友
人
が
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る

際
に
、
連
帯
保
証
人
を
引
き
受

け
た
。
最
近
、
友
人
に
未
払
い

家
賃
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
家

主
か
ら
請
求
を
受
け
た
。

�

（
20
代
・
男
性
）

②
亡
父
が
、
お
世
話
に
な
っ
た

人
の
借
金
の
連
帯
保
証
人
に
な

っ
て
い
た
ら
し
い
。
本
人
が
未

返
済
の
た
め
、
貸
金
業
者
か
ら

相
続
人
で
あ
る
自
分
宛
て
に
請

求
が
あ
っ
た
。

�

（
40
代
・
男
性
）

③
ア
パ
ー
ト
の
賃
貸
借
契
約
が

更
新
と
な
る
。
家
主
が
替
わ
り
、

今
回
契
約
書
を
再
作
成
す
る
が
、

連
帯
保
証
人
で
あ
っ
た
父
は
既

に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
頼
め
る

人
も
い
な
い
。

�

（
50
代
・
男
性
）

　
連
帯
保
証
は
、
親
族
や
友
人

か
ら
頼
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
法
律
上
は
貸
主
と
の
保

証
契
約
で
あ
り
、
書
面
で
行
わ

な
け
れ
ば
無
効
で
す
。
ま
ず
は
、

契
約
書
面
な
ど
で
借
主
の
連
帯

保
証
人
と
な
っ
て
い
る
か
確
認

が
必
要
で
す
。
連
帯
保
証
人
と

な
っ
て
い
る
場
合
、
借
主
が
支

払
わ
な
け
れ
ば
、
本
人
と
同
等

の
支
払
義
務
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
「
借
主
に
請
求
を
」

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
①
の
場
合
は
、
家
主
や
友
人

と
十
分
に
話
し
合
う
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

　
②
の
場
合
も
、
事
実
で
あ
れ

ば
、
原
則
、
連
帯
保
証
人
の
相

続
人
は
そ
の
立
場
を
引
き
継
ぎ

ま
す
。
た
だ
し
、
相
続
放
棄
や

保
証
責
任
の
範
囲
な
ど
、
法
的

検
討
が
必
要
で
す
。

　
府
中
市
で
は
、
毎
月
無
料
で

生
活
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
暮
ら
し
の
情

報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
③
は
、
過
去
に
借
主
に
家
賃

の
延
滞
も
な
く
、
家
主
か
ら
家

賃
保
証
会
社
を
紹
介
さ
れ
、
保

証
料
を
支
払
っ
て
契
約
の
継
続

を
し
ま
し
た
。
今
後
、
家
賃
不

払
い
が
あ
れ
ば
、
保
証
会
社
が

家
賃
を
立
て
替
え
、
借
主
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
連
帯
保
証
人
に
な
る
前
に

　
安
易
に
引
き
受
け
ず
、
慎
重

に
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

保
証
人
に
な
る
と
、
簡
単
に

や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

借
主
が
自
己
破
産
し
て
免
責

と
な
っ
て
も
、
保
証
人
の
責

任
は
免
れ
ま
せ
ん
。

▽�

自
身
が
多
重
債
務
を
抱
え
て

し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

相
談
内
容

ア
ド
バ
イ
ス

消
費
生
活
情
報

～
連
帯
保
証
の
相
談
事
例
～（☎４３-７１０６）

※市役所南棟にあります。

相談日

　毎週月・火・木・金曜日
　10時～12時、13時～16時
※祝日・年末年始は除く。

　上下町民会館での消費

生活出張相談もあります。

詳しくは、府中市消費生

活センターへお問い合わ

せください。

府中市
消費生活センター

発達障害の人に接するとき
　障害の種類や程度、年齢や性格などによってもそれぞれ違うため、
一人一人の特徴に応じて配慮し、支援することが重要です。
◎できたことを褒める、できないことを叱らない

　注意をする場合は、努力している点やうまくいっている点を褒め
た上で、どうすればもっとよくなるかを具体的に伝えましょう。
◎視覚的な情報を提示して説明する

　その人が理解している言葉を使い、写真や絵などを添えて説明す
ると、理解しやすくなります。
◎説明や指示は短い文で、順を追って、具体的に

　言葉で説明するときは、短い文で一つずつ順を追って、具体的に
説明することなどに配慮しましょう。
◎人混みや大きな音などの刺激を避け、安心できる環境を整える

　不快感を大きくしないよう、安心できる環境を整えましょう。
◎発達障害の子ども・人を温かく見守る

　少しの時間待つことで、無理に叱るよりも早く混乱から抜け出せ
ることもあります。周囲の人にこうした知識があるだけで、本人も
家族も楽になれます。

一人で悩まずに相談しましょう

▽子育て・子どもの発達の相談

　女性こども課（☎４３-７２１７）

▽福祉制度の利用や手続きの相談

　地域福祉課（☎４３-７１４８）

▽精神保健福祉に関する相談

　健康医療課元気づくり係（リ・
　フレ内・☎４７-１３１０）
世界自閉症啓発デーの特集コ 
ーナーを設置しています
とき　４月９日（月）まで
ところ・問い合わせ先　府中市立
　図書館本館（☎４３-４３４３）

発達障害のこと
考えてみましょう

４月２日～８日は発達障害啓発週間
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